
第１学年 体育科学習指導案 

                                                日 時 平成２２年９月９日（木）２校時 

                                                場 所  体育館 

                                                児 童  １年２組（男子12名 女子15名 計27名）

                                                指導者 森光 舞子 

 

１．単元名 「どうぶつマットであそぼう」 

      （Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び イ マットを使った運動遊び） 

２．目 標 

    ＜関心・意欲・態度＞ 

      ・友達といっしょに楽しく、いろいろなマット遊びに取り組もうとする。 

   ・順番やきまりを守って仲良くマット遊びをしようとしたり、運動する場所や機械・器具などの安全 

   を確かめながらマット遊びをしたりしようとするする。 

    ＜思考・判断＞ 

   ・いろいろなマット遊びの行い方が分かり、場や遊び方を選ぼうとしている。 

      ・友達といっしょにマット遊びに取り組み、友達のよい動きを見つけようとする。 

    ＜技能＞ 

      ・マットに背中や腹をつけて転がったり、手や背中で支持して逆立ちをしたりして遊ぶことができる。 

 

３．単元について 

  （１） 教材について 

        「器械・器具を使っての運動遊び」は、体を動かす快さを感じ、いろいろな動きを経験しながら
    仲間と一緒に自分たちの遊びを作り上げることが楽しい運動遊びである。 

     低学年の「マット遊び」は、今後学習していく「マット運動」の基礎としての運動となること、 

    また、多様な動きを数多く経験させることをねらいとし、２学年にわたって取り扱われる内容であ 
    る。２年間を見通し、さらに今後の「マット運動」に繋げるために、１年生では、たくさんの場で 

    いろいろな逆立ち遊びやゆりかご、いろいろな転がり方などで十分に活動の時間を取り、「マット 
    遊び」を楽しく体験させることで、その楽しみ方をさらに広げたり友だちとの教え合いで活動を深 

    めたりすることができる教材である。 

  （２） 児童の実態について 

          児童は、身体を動かすことが好きで、休み時間には校庭や体育館で鬼ごっこをして遊ぶことが多

い。タイヤ跳び雲梯などの固定遊具で遊ぶ児童も数人いるが、まだ一人遊びが多い。一方、身体を
動かすより一人で教室で静かに過ごすことを好む児童も数人いる。 

「マットを使った運動遊び」に関する事前調査では、腕をアザラシで前進できない児童が６名。 

また、体を丸めて前に転がりに転がることができない児童が７名、後ろに転がることができない児
童が１７名いた。前転がりはできるものの、その他いろいろな方向に転がって遊ぶ経験は尐ないこ

とが予想される。 

  （３） 指導について 

          本単では、「マットを使った運動遊び」のいろいろな動きを体験させたり友だちと関わり合い な
がら楽しく運動したりする経験をさせていきたい。その中で、自然と体で覚えていったり、友だち

と関わり合いながら楽しく運動する経験をさせていきたい。その中で、自然と体で覚えていったり、
できなくても同じ運動経験を感じ取り、それが運動することへの楽しさや挑戦することへの意欲に

繋がるようにしていきたい。 

     そこで、「マットを使った運動遊び」に必要な基礎的な運動として、セットメニュー（動物歩き・
動物体操）を単元を通して取り入れ、手支持の力や柔軟性を高めていく。また、「ゆりかご」を前転

がり、後ろ転がりにつながる基礎となる動きとして捉え、発展させながら継続して取り入れることに

した。そして、進んで「マットを使った運動遊び」に取り組もうとする意欲を高めるために、動物マ

ット「おさんぽコース」として段差のあるマットや逆マットなどの場を設定し、動物になった気持ち

で楽しみながら腕支持や逆さになる遊び、前・後ろに回転する運動遊びに取り組ませていく。 

     「マットを使った運動遊び」を「習得」する手だてとして、全体で友だちの動きを見合う場をつく

り、教師から運動ポイントを提示する。そして、友だちとの関わり合いの中で、児童が自ら友だちの

良い動きを見つけようとする「活用」する力に繋げていきたい。 

 

 



 【研究とのかかわり】 

  研究内容 

  ① 教材及び単元計画の工夫・改善 

      ・単元を通して、セットメニュー（動物歩き・動物体操）を取り入れ、マット遊びに必要な基礎 

    的な動きを楽しみながら身につけさせたい。 

      ・「ゆりかご遊び」を段階的に取り入れ、転がり遊びの場を工夫（おさんぽコース）することで、 

    マット遊びの基本の動きを楽しみながら身に付けさせていきたい。 

    ② 運動ポイントの活かし方 

      ・友達といっしょにマット遊びに取り組んだり、全体でよい動きを見合ったりすることで、友達 

    のよい動きを見つけようとする態度を身につけさせたい。 

    ③ 運動の特性に即した活動の取り入れ方 

      ・前・後ろ転がりや壁登り倒立などの技の上達を見据えながら、技の系統性に即した運動遊びと 

    して「ゆりかご遊び」を単元を通して取り入れていきたい。 

      ・動きを見合う場面・視点を与えて、よい動きに気づかせていきたい。 

 

 

４．単元の評価基準 

  運動への関心・意欲・態度   運動についての思考・判断       運動の技能 

ご内 

と容 

の の 

評ま 

価 と 

規ま 

準 り 

 だれとでも仲良く基本の運動と 

してのいろいろな運動遊びに進ん 

で取り組もうとする。また、順番 

やきまりを守って仲良く運動をし 

ようとしたり、運動をする場所や 

器械・器具の安全に気をつけなが 

ら運動をしたりしようとする。 

         （国研参照） 

 基本の運動としてのいろいろ 

な運動遊びの仕方を知り、活動 

を工夫している。 

                （国研参照） 

 基本の運動としてのいろ 

いろな運動遊びを楽しく行 

うための体の基本的な動き 

や各種の運動の基礎となる 

動きを身に付けている。 

             （国研参照） 

 ・機械・器具を使った運動遊びと 

 しての易しいマット遊びを楽し 

 むための活動や競争に進んで取 

 り組もうとする。 

・運動の順番を守ったり、マット 

 の使い方などのきまりや遊び方 

 のきまりを守ったりして、友だ 

 ちと仲良く運動をしようとする。 

・固定施設、機械・器具などの安 

 全を確かめようとする。 

          （国研参照） 

・機械・器具を使った運動遊び 

 としての易しいマット遊びが 

 楽しくできるように、仲間と 

 の競争の仕方やいろいろな運 

 動遊びの行い方を知ってい 

 る。 

・競争や運動が楽しくできるよ 

 うにマット遊びの行い方を考 

 えたり決めたりしている。 

               （国研参照） 

・マット遊びで、自分の体 

 をいろいろに動かすこと 

 ができる。 

             （国研参照） 

 
５．指導と評価の計画（６時間扱い） 
 
時間 １ ２ ３ ４（本時） ５ ６ 

  ５ 

 

 

１５ 
 
 

２５ 

 

 
 
３５ 
 
 
４５ 

オリエンテーション 

・学習の進め方 

・学習の約束 

 （服装・用具の 
 準備・後始末・ 
 きまり） 

・場づくりの説明 

・準備運動の仕方 

（セットメニュー） 

○セットメニュー（準備運動） 

       動物歩き・動物体操    （場１） 

                ○転がり遊び 

  ゆりかご         前転がり                 後ろ転がり 
 
 

                 ○逆さま遊び  

  かえるの足打ち                                     川跳び 

                  首倒立 
   壁上り逆立ち 
                                ○どうぶつマットおさんぽコース 

 丸太転がり                     ・くまさんのおさんぽ（くま歩き、前転がり、壁登り逆立ち） 
                                ・かえるさんのおさんぽ（かえるの足打ち、後ろ転がり、川跳び） 
・ふりかえりの仕方 学習のふりかえり 

 
 
 
 
 
 

 単 元 の 評 価 規 準 
 



   
 学習活動における具体の評価規準（Ｂ：概ね満足できる状況） 

 

 時 

間 

  主な学習活動             Ａ：十分満足と判断できる状況  

  関心・意欲・態度      思考・判断        技   能 

１ オリエンテーション 

・学習の進め方 

・学習の約束（用具の準備・後 

 始末・きまり） 

・場づくり・準備運動の仕方 

・マット遊びや場づくり 

 の約束を（Ａ：進んで） 

 守って学習を進めよう 

 とする。    〔観察〕 

・マット遊びの学習の進 

 め方が（Ａ：学習カー 

 ドをもとに）わかり、 

 見通しを持っている。 

         〔観察〕 

 

２ 

・ 

３ 

・ 

４ 

・ 

５ 

・ 

６ 

○セットメニュー 

 ・動物歩きすごろく 

 ・動物体操 

 

○転がり遊び 

  ・ゆりかご遊び 

 （ゆりかご小・大 

  ゆりかごじゃんけん 

  ゆりかごアンテナなど） 

 ・丸太転がり 

 ・だるま回り 

 ・前転がり 

 ・後ろ転がり  など 

 

○逆さま遊び 

 ・首倒立 

 （アンテナぴーん） 

 ・かえるの足打ち 

 ・壁登り逆立ち 

 ・川跳び 

 

○おさんぽコースで遊ぶ 

 ・くまさんコース 

 ・かえるさんコース 

・準備や片付けを（Ａ： 

 安全に気を付けて）友 

 だちと一緒に行おうと 

 する。〔観察・カード〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・進んで運動に取り組 

 み、順番やきまりを守 

 って（Ａ：友達と仲良 

 く）運動しようとする。 

        〔観察・カード〕 

 

 

 

 

・友だちの動きからよい 

 動きを（Ａ：自分から） 

 見つけている。 

    〔観察・カード〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マット運動遊びの行い 

 方を知り、（Ａ：自分 

 から）場や遊び方を選 

 んでいる。    〔観察〕 

 

 

 

 

・（Ａ：いろいろな方向 

 へ）転がり楽しく遊ぶ 

 ことができる。 

    〔観察・カード〕 

 

 

 

 

 

 

・手や背中（Ａ：両方） 

 で体を支え楽しく遊ぶ 

 ことができる。 

   〔観察・カード〕 

 
 

 

 

 

努力を要する状況に対する 

   指導の手だて 

・準備や片づけの仕方を 

 一緒に行いながら教、 

 やり方をわかるように 

 する。 

・「できた喜び」を味わ 

 わせるために励ましや 

 賞賛を多くし、自信を 

 持ってできるようにす 

 る。 

・友だちの動きのよいと 

 ころを教えて取り組め 

 るようにする。 

・自信を持ってできるよ 

 うに、一緒に転がった 

 り支えたりする。 

・「自分でやりたい」とい 

 う気持ちを大切にする 

 ために、スモールステ 

 ップでできたことを誉 

 めるようにする。 

 
 

 

 

 

 



６．本時の指導 

  （１）本時の目標 

   ・友達といっしょに楽しみながら、体を丸めて後ろ転がりをすることができる。 

 

 （２）展開 （５時間目／６時間中） 

段 

階 

 時 

間 

指導・支援上の留意点（○）研究に関わる手だて（◎） 

評価規準（☆）評価方法（＊） 

  用具 

  資料 

導 

 

 

 

 

 

入 

１ 整列・挨拶 

 

２ マットの準備 

 

３ マットセットメニュー 

 ・動物歩き 

 ・動物体操 

８ 
○事前に服装の確認や運びやすいようにマットの準備をし 

 ておく。 

○安全に気をつけながら友だちと一緒に準備するよう声が 

 けをする。 

◎学習のはじめにマット遊びのセットメニューに取り組ま 

 せることで、楽しみながらマット運動の基礎的な動きを 

 身に付けさせていく。 

○それぞれの動きを励ましたり誉めたりすることでよい動 

 きに気づかせていく。 

○腕や足、体の線などよい動きをしている児童や仲良く運 

 動しているグループを紹介して、意欲を換気する。 

マット 

 

 

 

ＢＧＭ 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

４ 学習課題の確認 
32 

○本時の学習や進め方について確認し、意欲を高める。 

 

 

 

 

◎いろいろなゆりかご遊びを通して、マットに背中が順次 

 接触する動きを楽しみながら身につけさせる。 

○安全に気をつけながら友だちと仲良く運動するよう声が 

 けをする。 

 

 

◎動物になったり、かけ声を掛けたりしながら楽しく後ろ 

 転がりに挑戦させる。 

◎動きのよい児童を紹介し、よい点に気づかせながら運動 

 のポイントを確かめる。 

☆（Ａ：体を丸めて）後ろに転がり楽しく遊ぶことができ 

 る。                   ＊観察 

 

◎段差のあるマットや逆マットなどのいろいろな場で、 

 マット遊びを十分に楽しませながらマット運動につなが 

 る様々な動きが経験できるようにする 

○一人一人が力一杯取り組んでいるか見回りながら励まし 

 や賞賛をし意欲を持続させていく。 

☆進んで運動に取り組み、順番やきまりを守って（Ａ：友 

 達と仲良く）運動しようとする。    ＊観察・カード 

 

 どうぶつマットで 

     うしろまわり 

「くるん」ところがろう 

 

５ 転がり遊び 

（１）ゆりかご遊び 

 ・大きいゆりかご 

  （→首倒立） 

 ・ゆりかご足タッチ 

 

（２）後ろ転がり遊び 

 ・動物まねっこ転がり 

   （ねこ・りす・くま） 

 

 

 

 

（３）動物マット 

 「くまさんおさんぽコース」 

  ・くま歩き(段差マット) 

 ・かえるの足打ち 

 ・壁登り倒立 

終 

 

末 

６ 学習のまとめ 

  （１）整理体操 

 （２）授業の振り返り 

 

 

 

７ 挨拶・後片づけ 

５ ○身体に痛みがないか確認しながらゆっくり行わせる。 

◎自分の頑張や友だちのよさ・頑張りについて発表させる。 

☆友だちの動きからよい動きを（Ａ：自分から）見つける 

 ることができたか。            ＊発表 

 

○最後まで安全に気をつけて後かたづけをするよう声をか 

 ける。 

学習カード 

 

 

 学習活動 
 



（３）場の設定 

 

   黒    板  

  

                                             ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

                                             ○  ○ ○  ○  ○  ○ 

                                             ○  ○  ○ ○ ○ ○ 

ス                                           ○ ○  ○ ○ ○ ○ 

                                          ＊転がり遊び 

テ 

 

 

ｌ 

        

     

    

  

ジ 
 

 

 

 

 

  マット    

                  ＊壁のぼり逆立ち       肋   木  

 

 

 


